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動物による種子散布は、植物一動物聞の相互作用として注目され、多くの晴乳類や鳥類で、糞
や吐き出しにより散布することが報告されてきた (Corlett，R.T.， 1998)。糞散布の可能な種子サ
イズは、散布者の口のサイズで決定され、大きな果実や種子を持つ植物ほど散布者が少なくなる
(Noma， N. et a1.， 1997)。ウガンダのキパレの森で断片化によって大型霊長類が生息しなくなっ
た森では、実生の種の多様性や密度が低くなったとしづ報告があり (Chapman，C. A. et a1. ， 1998)、
大きな種子を持つ植物ほど散布者の消失が及ぼす影響が大きいことを示唆している。また、固着
性である植物は種子や花粉により局所集団関で遺伝子を流動させるため、工藤 (2001)は人為的
影響を評価する際に、対象植物の生息地周辺の景観や動物相の変化が局所集団関の遺伝子流動に
大きな影響を与える可能性を示唆している。散布者の喪失が森の更新過程や種や遺伝子の多様性
に与える影響は大きいと考えられるが、それを示した例は少なく、予測の難しい問題である。
本研究では、ヤクシマザルにより種子散布されるヤマモモに着目し、サルが生息する屋久島と
サルが絶滅した種子島において、野外調査と遺伝解析を組み合わせて、散布者の喪失がヤマモモ
の集団に影響を与えるかを評価したいと考えている。本年度は、二つの島において果実消費の比
較と、集団の遺伝的多様性の比較を行った。
1) 果実消費の観察
2004年 5月 25日から 6月7日、屋久島の西部林道と種子島の宇宙センターのヤマモモを対象
に果実消費の観察を行った。午前6時から午後6時までの 12時間(雨天時中止)、周囲で確認さ
れた動物、訪問者の滞在時間、採食時間、 l分あたりの果実消費量を記録した。観察時間の合計
は、屋久島で4本の母樹を対象に 73時間 46分、種子島では 3本の母樹で計63時間 44分であっ
た。
全調査期間中に、屋久島ではヤクシマザル(これ以降、サルと表記)と 13種の鳥、種子島で
は21種の鳥が、ヤマモモの周囲で確認された。確認された烏は合計 24種であり、うち 5種が果
実を主食とする鳥 (major)、6種が果実を副次的に食べる種 (minor)で、あった。両島で確認され
た鳥は9種で、アオゲラ、ヒヨドリ、メジロ (major)、ヤマガラ、サンショウクイ、ハシブ、トガ
ラス (minor)、コゲラ、ヤブサメ、 トピで、あった。1本の樹の 12時間あたり訪問者数は、屋久島
ではサル 6.2:1:1.4頭、ヒヨドリ 3.5+1.7羽、その他0.4:10.3羽、種子島ではヒヨドリ 3.5:1:1.1 
羽、その他 0.1:10.1羽であった(平均::1:S.E)。また、 l訪問あたりの滞在時間は、屋久島ではサ
ル 11.6:1:1.0分、ヒヨドリ1.2:10.2分、種子島ではヒヨドリ1.2:10.1分で、あった。これらより、
周囲には多くの果実消費者が存在するが、主に消費しているのはサルとヒヨドリに限定されてい
たことがわかった。これは、消費者の噌好性だけでなく、ヤマモモの果実が 13mmと大きいため、
消費者の口のサイズにより食べることのできる動物が限られる (Noma，N. et a1.， 1997) ことも
原因と考えられる。
両島のヒヨドリの訪問者数と滞在時間には差がなかったため、一分あたりの消費量と採食時間
はデータ数が少ないので両島のデータをあわせた。一分あたりの果実消費量はサル14.0:12.4個、
ヒヨドリ 5.5:1:1.3個であり、採食時間はサル 11.36:1 1. 38分、ヒヨドリ 0.69:10.17分であった。
ここから 1訪問あたりに消費される果実の数を計算すると、サルは 159:119.4個、ヒヨドリは 3.6 
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:t 0.9 個 で あ り 、 そ の 差 は 有 意 で あ っ た ( U - t e s t P < O. 0 0 0 1 ) 。 一 日 あ た り ヒ ヨ ド リ が 4 羽 来 て も
20 個 程 度 の 果 実 し か 消 費 し な い が 、 サ ル が 1 日 6 頭 訪 れ る と 900 個 以 上 の 果 実 が 消 費 さ れ る こ と
に な る 。 つ ま り 、 サ ル の い る 屋 久 島 で は 多 く の 種 子 が 母 樹 か ら 運 ば れ る の に 対 し 、 種 子 島 で は 大
半 の 種 子 が 重 力 散 布 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 こ れ は 、 観 察 時 に 種 子 島 で 多 く の 完 熟 し た 果 実 が
消 費 さ れ ず に 落 下 し て い た と い う 印 象 と 一 致 し て い た 。
2) マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ ー カ ー の 開 発
マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ ー カ ー は 多 型 性 が 高 く 、 個 体 識 別 や 親 子 関 係 、 遺 伝 子 の 流 動 な ど を 解 析
す る の が 可 能 な 解 像 度 の 高 い マ ー カ ー で あ る 。 有 用 な マ ー カ ー で あ る が 、 種 に よ っ て 適 す る プ ラ
イ マ ー が 異 な る た め 、 ヤ マ モ モ で 、 も プ ラ イ マ ー を 設 計 す る 必 要 が あ っ た 。 本 研 究 で は 、 マ イ ク ロ
サ テ ラ イ ト マ ー カ ー を 用 い て ヤ マ モ モ の 種 子 散 布 距 離 や 実 生 と 母 樹 と の 親 子 判 定 、 ま た 集 団 間 の
遺 伝 子 流 動 の 推 定 を 行 う た め 、 2004 年 3 月 か ら 森 林 総 研 の 生 態 遺 伝 研 究 室 で マ ー カ ー の 開 発 を 行
っ た 。
こ れ ま で に 、 磁 性 粒 子 を 用 い て S S R 領 域 を 濃 縮 し た ラ イ ブ ラ リ ー を 構 築 す る 方 法 で 13 座 の
S S R マ ー カ ー を 開 発 し た 。 開 発 し た 13 座 で 32 個 体 を 解 析 し た と こ ろ 、 対 立 遺 伝 子 数 は 2 - 1 5 で
あ り 、 ヘ テ ロ 接 合 度 の 期 待 値 の 平 均 が O. 632 と 高 い 値 を 示 し た 。 開 発 し た 13 座 の う ち 2 座 の F
1  Sの 値 は 0.3 と 大 き く 、 ヌ ル 対 立 遺 伝 子 を も っ 可 能 性 が あ る が 、 こ れ ら を 除 外 し て も 今 後 の 親
子 判 定 を 行 う 際 に 十 分 な マ ー カ ー が 得 ら れ た ( 表 1 ) 。
3 ) ヤ マ モ モ 集 団 の 遺 伝 的 多 様 性
現 時 点 で の ヤ マ モ モ の 成 木 集 団 の 遺 伝 的 な 多 様 性 を 比 較 す る た め 、 屋 久 島 と 種 子 島 で 4 箇 所
ず つ 調 査 地 を 設 置 し 、 30 個 体 の ラ ン ダ ム サ ン プ リ ン グ 、を 行 っ た 。 開 発 し た 13 座 の う ち 多 型 性 の
高 い 4 座 を 用 い て 種 子 島 と 屋 久 島 の 集 団 を 4 つ ず つ 解 析 し 、 遺 伝 子 型 を 決 定 し た 。 ヘ テ ロ 接 合 度
は 、 屋 久 島 の 4 集 団 で O. 70 一 O. 77 、 種 子 島 の 4 集 団 で 0 . 6 9 - 0 . 7 5 と 高 く 、 遺 伝 的 多 様 性 が 保 持
さ れ て い た 。 集 団 間 の 分 化 を 示 す F S T は 、 種 子 島 で 0 . 0 0 6 、 屋 久 島 で 0 . 0 0 7 、 各 島 を l 集 団 と
し て 求 め た 場 合 は 0.009 と た い へ ん 低 い 値 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 ヤ マ モ モ の 高 い 遺 伝 的 多 様
性 は 集 団 関 で は な く 集 団 内 に 保 持 さ れ て お り 、 風 媒 の 花 粉 に よ る 遺 伝 子 流 動 が 盛 ん で あ る こ と が
示 唆 さ れ た 。
ま と め
野 外 お け る 果 実 消 費 の 観 察 か ら 、 サ ル が 絶 滅 し た 場 合 、 大 半 の 種 子 が 母 樹 の 下 に 落 ち る こ と が
示 さ れ た 。 野 外 で は ヤ マ モ モ の 実 生 や 稚 樹 は 母 樹 の 下 に は 見 ら れ ず 、 日 当 た り の よ い 尾 根 筋 で 見
ら れ る こ と が 多 い 。 し た が っ て 散 布 様 式 が 重 力 散 布 に 限 ら れ た 場 合 、 種 子 が セ ー フ サ イ ト に 到 達
で き る 可 能 性 が 低 下 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 今 後 、 屋 久 島 と 種 子 島 で 実 際 に 実 生 を 探 し 、 分 布 や
生 存 率 な ど を 調 べ る 必 要 性 が あ る 。
マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ ー カ ー は 花 粉 と 種 子 の 遺 伝 子 流 動 を 分 離 す る こ と は で き な い た め 、 種 子
散 布 さ れ な く な る 影 響 を F S T な ど の パ ラ メ ー タ を 用 い て 評 価 す る こ と は 難 し い 。 だ が 、 も っ と
局 所 的 な ス ケ ー ル で 、 実 生 と 母 樹 と の 距 離 や 、 個 体 間 距 離 と 近 縁 度 の 関 係 な ど を 二 つ の 島 で 比 較
す る と 差 が 検 出 で き る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 サ ル の 直 接 追 跡 に よ る 採 食 行 動 の 観 察 と 糞 の 回 収 を
野 外 で 行 い 、 マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト に よ る 親 子 判 定 よ り 散 布 の 範 囲 や 距 離 を 推 定 す る こ と も 今 後 の
課 題 の ひ と つ で あ る 。 霊 長 類 に よ る 種 子 散 布 の 研 究 の メ リ ッ ト は 、 採 食 か ら 排 地 ま で の 行 動 を 直
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接観察できることである。採食樹から効率よ く母樹を特定できるだけでなく、動物散布によるヤ
マモモの遺伝子流動のパターンを動物の行動と関連付けて示すことが可能である。
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